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略 称

1.AAR:アルカリ骨材反応

2.ASR:ア ルカリシリカ反応

3£EB:ヨーロッパコンクリー ト委員会 (1953-1998))

4.fb:国際構造コンクリー ト連合 :CEBと FIPが合体して生まれた。

(1998-)

5.FIP:国際プレス トレス トコンクリー ト連合 (1952-1998)

6.JCI:日 本コンクリー トエ学会、 1日称日本コンクリー トエ学協会

7 JPCI:プ レス トレス トコンクリー トエ学会、 1日 称プレス トレス

トコンクリー ト技術協会

8.JSCE:土木学会

9.JSMS:日 本材料学会

10.PC:プレス トレス トコンクリー ト

11.RC::鉄筋コンクリー ト

12.RILEM:国際材料構造試験研究機関・専門家連合
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